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本
稿
は
、
広
島
県
立
文
書
館
に
お
い
て
、
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
八

年
度
に
か
け
て
行
っ
た
角
筆
調
査
に
よ
り
新
た
に
確
認
さ
れ
た
角
筆
文
献

の
報
告
と
、
角
筆
に
基
い
て
分
か
っ
た
安
芸
・
備
後
地
方
の
方
言
事
象
に

つ
い
て
、
音
韻
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る（1
）。

　

調
査
対
象
文
献
は
、
広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
の
保
田
（
義
郎
）
家
文
書

（
広
島
城
下
京
橋
町（2
））

と
平
賀
家
文
書
（
賀
茂
郡
上
保
田
村
（
東
広
島
市
黒

瀬
町（3
）））

と
山
名
家
文
書
（
備
後
国
芦
田
郡（4
））

と
福
原
家
文
書
（
賀
茂
郡
重

兼
村（5
））

の
う
ち
、
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
和
綴
本
（
漢
籍
）

で
あ
る
。

　

調
査
者
は
、
本
稿
の
筆
者
と
、
筆
者
が
担
当
す
る
授
業
を
受
講
し
た
学

生
諸
氏
で
あ
る
。
調
査
日
時
は
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
か
ら
二
〇
一
八
年

三
月
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
角
筆
の
確
認
は
主
に
学
生
諸
氏
が
行
い
、
筆

者
は
そ
の
後
、
約
一
か
月
か
け
て
、
角
筆
の
解
読
に
関
わ
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
を
行
っ
た
。
な
お
、
こ
の
調
査
は
大
学
で
開
設
さ
れ
た
授
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
角
筆
の
探
し
方
を
は
じ
め
、
角
筆
調

査
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
筆
者
が
指
導
し
、
実
地
の
体
験
を
と
お
し
て

学
ぶ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

一
　
確
認
さ
れ
た
角
筆
文
献

﹇
平
賀
家
文
書
﹈（
賀
茂
郡
上
保
田
村
﹇
東
広
島
市
黒
瀬
町
﹈）

（
59
）
倭
点
小
学　

内
篇　

一
冊
（
8
8
0
3
・
1
0
1
4
0
）

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
26
・
0
×
横
18
・
5　

墨
書
書
き
入
れ

な
し　

山
﨑
嘉
点

確
認
日　

平
成
28
年
12
月
26
日

（
表
紙
見
返
・
墨
書
）
平
賀
為
夫　

平
賀
氏
什
物

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。「
不
嘯
」
の
「
嘯
」
の
右
傍
に
「
イ
さ
」
と

あ
り
。
墨
書
で
は
「
イ
サ
ケ
」
と
あ
り
。「
嘯
」
の
訓
。（
30

丁
表
4
行
目
）

広
島
女
学
院
大
学
論
集　

第
六
十
八
集　

一

－

二
五　

二
〇
二
一
年
二
月

広
島
県
立
文
書
館
の
角
筆
文
献
に
見
ら
れ
る
音
韻
的
特
徴
に
つ
い
て

―
―
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
八
年
の
調
査
に
基
づ
い
て
―
―

柚
木　

靖
史
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（
60
）
春
秋　

一
冊　
（
8
8
0
3-

1
0
1
4
3
）

江
戸
時
代
享
和
年
間
板　

袋
綴
装　

縦
25
・
8
×
横
18
・
0　

墨
書
書
き

入
れ
な
し

（
版
心
記
）
享
和
再
刻

確
認
日　

平
成
28
年
12
月
26
日

（
後
表
紙
見
返
・
墨
書
）
平
賀
什
物

（
後
表
紙
・
墨
書
）
平
賀
敏
夫　

平
賀

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。「
囲
ム
」
の
「
囲
」
の
右
傍
に
「
カ
コ
」
と

あ
り
。
印
刷
さ
れ
た
「
ム
」
と
合
わ
せ
て
「
カ
コ
ム
」
と
読

む
。（
40
丁
表
5
行
目
）

（
61
）
評
苑
改
点　

文
選
傍
訓
大
全　

九
冊　
（
8
8
0
3
・
1
0
3
8
2
）

江
戸
時
代
元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
板　

袋
綴
装　

縦
28
・
0
×
横

19
・
0　

墨
書
書
き
入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
28
年
12
月
26
日

（
刊
記
）
元
禄
十
一
寅
歳
九
月
吉
辰
／
書
肆
／
播
州
大
阪
住　

大
田
権
右
衛

門
／
京
三
条
通
中
嶋
町　

辻
勘
重
良

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。「
鴟
」
の
あ
る
行
の
上
欄
外
に
「
シ
」
と
あ

り
。「
シ
」
は
、「
鴟
」
の
音
か
。（
巻
之
二　

7
丁
裏
）

（
62
）
大
学
章
句　

一
冊　
（
8
8
0
3
・
1
0
7
6
0
）

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
24
・
0
×
横
18
・
0　

墨
書
書
き
入
れ

な
し

（
版
心
記
）
北
村
蔵

確
認
日　

平
成
28
年
12
月
26
日

（
刊
記
）
正
本
再
刻　

改
正
四
書
集
註
／
男
師
周
校
訂

（
後
表
紙
見
返
・
墨
書
）
平
賀
氏
什
物

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
上
欄
外
に
「
走
」
と
あ
り
。
本
文
の
対
応
箇

所
不
明
。（
1
丁
表
5
行
目
）

（
63
）
蒙
求　

三
冊　

8
8
0
3
・
1
0
9
8
2
〜
1
0
9
8
4

江
戸
時
代
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
板　

袋
綴
装　

縦
25
・
0
×
横
18
・

8　

墨
書
朱
書
書
き
入
れ
あ
り　

朱
印
「
賀
茂
県　

平
賀
氏
蔵
書　

黒
瀬

荘
」
あ
り

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
5
日

（
刊
記
）
天
和
二
壬
戌
之
歳
三
月
日

（
第
一
冊
目
・
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
平
賀
氏

（
第
一
冊
目
・
巻
末
・
墨
書
）
平
賀
氏
什
物

（
第
三
冊
目
・
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
黒
瀬
荘　

平
賀
氏

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
本
文
の
「
偶
ヒ
ヲ
」
の
右
傍
に
角
筆
で
「
タ

ク
」
と
あ
り
。
印
刷
部
分
と
合
わ
せ
て
「
タ
ク
ヒ
ヲ
」
と
読

む
。（
第
一
冊
目
・
序
・
3
丁
表
5
行
目
）

（
64
）
新
刻
改
正　

論
語　

再
刻
後
藤
点　

四
冊　

8
8
0
3　

1
1
3
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7
7
〜
1
1
3
8
0

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
24
・
0
×
横
17
・
8　

墨
書
書
き
入
れ

あ
り

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
5
日

（
版
心
記
）
北
村
蔵

（
第
一
冊
目
・
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
平
賀
氏
什
物

（
第
二
冊
目
・
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
平
賀
氏
什
物　

迅
夫

（
第
三
冊
目
・
巻
末
・
墨
書
）
平
賀
屋　

綌
吉
／
平
賀
氏
什
物
／
迅
夫
／
渓

吉

（
第
四
冊
目
・
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
平
賀
氏
什
物　

迅
夫

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
本
文
の
「
哭
シ
テ
」
の
「
哭
」
の
右
傍
に

「
コ
ク
」
と
あ
り
。（
第
二
冊
目　

巻
六　

3
丁
表
6
行
目
）

（
65
）
新
刻
改
正　

孟
子　

再
刻
後
藤
点　

二
冊　

8
8
0
3　

1
1
3

8
1
・
1
1
3
8
2

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
24
・
0
×
横
17
・
5　

墨
書
朱
書
書
き

入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
5
日

（
第
一
冊
目
・
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
迅
夫　

平
賀
氏
什
物

（
第
一
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
戒
善
町　

安
達
周
澤　

十
一
月
ヨ

リ
孟
子
会
業
／
迅
夫

（
第
二
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
天
保
三
年　

壬
辰
秋
自
九
月　

於

百
千
堂
開
之
／
同
十
有
一
日
ヨ

リ
孟
子
会
業
始
大
学
校
教
授

（
第
二
冊
目
・
巻
末
墨
書
）
平
賀
氏

（
第
二
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
上
保
田　

平
賀

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
本
文
の
「
負
戴
」
の
「
負
」
の
右
傍
に

「
フ
」
と
あ
り
。「
フ
」
は
「
負
」
の
音
。（
第
一
冊
目　

巻

一　

5
丁
表
6
行
目
）

（
66
）
新
刻
改
正　

孟
子　

再
刻
後
藤
点　

一
冊　

8
8
0
3　

1
1
3

8
3

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
24
・
0
×
横
17
・
5　

墨
書
書
き
入
れ

あ
り

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
5
日

（
版
心
記
）
北
村
蔵

（
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
安
定
静

（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
芸
陽
広
陵　

安
定
静　

芸
州
安
定
之

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
本
文
の
「
陋
巷
」
の
右
傍
に
角
筆
で
「
ロ
カ

ウ
」
と
あ
り
。「
ロ
ウ
カ
ウ
」
を
「
ロ
カ
ウ
」
と
短
呼
し
た

こ
と
を
示
す
例
の
可
能
性
あ
り
。
な
お
「
巷
」
の
音
「
カ

ウ
」
は
、
開
合
が
一
致
し
て
い
る
。（
巻
一　

31
丁
裏
5
行

目
）
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（
67
）
新
刻
改
正　

孟
子　

再
刻
後
藤
点　

五
冊　

8
8
0
3　

1
1
3

8
4
〜
1
1
3
8
8

江
戸
時
代
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
板　

袋
綴
装　

縦
24
・
0
×
横
17
・

8　

墨
書
書
き
入
れ
あ
り　

朱
印
「
賀
茂
県　

平
賀
氏
蔵
書　

黒
瀬
荘
」

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
5
日

（
版
心
記
）
北
村
蔵

（
刊
記
）
右　

文
久
元
年
酉
年
三
月
十　

九
日
蒙　

官
許
蔵
版
之
畢　

日
野

耕
作　

良
輔

（
第
一
冊
目
・
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
平
賀
迅
夫
什
物

（
第
一
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
平
賀
迅
夫

（
第
三
冊
目
・
表
紙
・
墨
書
）
平
賀
剛
吉

（
第
四
冊
目
・
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
平
賀
為
吉

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
本
文
の
「
魚
塩
」
の
「
塩
」
の
右
傍
に
角
筆

で
「
ヱ
ン
」
と
あ
り
。（
第
一
冊　

巻
四　

33
丁
表
3
行

目
）

（
68
）
新
刻
改
正　

論
語
集
註　

四
冊　

8
8
0
3　

1
1
3
8
9
〜
1

1
3
9
2

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
25
・
5
×
横
17
・
5　

墨
書
書
き
入
れ

あ
り　

朱
印
「
賀
茂
県　

平
賀
氏　

黒
瀬
荘
」
あ
り

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
5
日

（
第
二
冊
目
・
表
紙
・
墨
書
）
小
山

（
第
二
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
平
賀
為
吉

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
本
文
の
「
如
カ
不
」
の
「
如
」
の
右
傍
に
角

筆
で
「
シ
」
と
あ
り
。（
第
二
冊　

巻
三　

17
丁
表
5
行

目
）

（
69
）
新
刻
改
正　

大
学
章
句　

全　

一
冊　

8
8
0
3　

1
1
3
9
3

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
25
・
5
×
横
17
・
5　

墨
書
書
き
入
れ

あ
り　

朱
印
「
平
賀
剛
吉
」「
賀
茂
県　

平
賀
氏
蔵
書　

黒
瀬
荘
」
あ
り

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
5
日

（
表
紙
見
返
し
・
印
刷
）
正
本
大
字
新
刻
／
校
正
定
本
／
改
正　

四
書
／
東

都
書
房　

錦
森
堂
梓

（
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
賀
茂
郡　

上
保
田
村　

平
賀
剛
吉　

書
本

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
上
欄
外
に
角
筆
で
「
シ
」
と
あ
る
が
、
本
文

の
対
応
箇
所
は
不
明
。（
9
丁
裏
8
行
目　

上
欄
外
）

（
70
）
中
庸
集
略　

巻
上　

二
冊　

8
8
0
3
・
1
1
3
9
7
〜
1
1
3

9
7

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
27
・
8
×
横
19
・
5　

朱
書
書
き
入
れ

あ
り

（
版
心
記
）
倭
点
四
書　

山
﨑
嘉
点

確
認
日　

平
成
28
年
12
月
27
日

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。「
惸-

読
」
と
あ
る
行
の
上
欄
外
に
「
ケ
イ
」
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と
あ
る
。「
ケ
イ
」
は
「
惸
」
の
音
。（
巻
上　

21
丁
裏
9

行
目
）

（
71
）
大
学
或
問　

一
冊　

8
8
0
3
・
1
1
3
9
8

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
25
・
9
×
横
18
・
8　

墨
書
・
白
書
書

き
入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
28
年
12
月
27
日

（
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
黒
瀬
庄
／
平
賀
氏

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。「
求
ム　

知
ル
コ
ト
ヲ
」
と
あ
る
行
の
上
欄
外

に
角
筆
で
「
シ
」
と
あ
り
。
印
刷
部
分
に
「
ル
コ
ト
ヲ
」
と

あ
る
の
で
、
角
筆
で
「
シ
」
を
補
い
「
シ
ル
コ
ト
ヲ
」
と
読

ま
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
72
）
文
選　

六
冊　
（
8
8
0
3
・
1
1
5
0
5
〜
1
1
5
1
0
）

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
26
・
4
×
横
19
・
0　

墨
書
・
朱
書
書

き
入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
28
年
12
月
27
日

（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
耶
蘇　

菅
田
氏
什
物　

菅
田
忠
夫
什
物　

菅
田

氏
忠
夫

菅
田　

美
原
（
第
四
冊
目
）

芸
（
朱
書
）　

菅
田
氏
（
墨
書
）　

菅
田
村

（
朱
書
）（
第
五
冊
）

菅
田
氏
（
第
六
冊
目
）

（
刊
記
）
華
洛
二
条
通
衣
棚
角　

凮
月
左
衛
門　

蔵
版

（
角
筆
情
報
）
角
筆
に
よ
る
区
切
り
線
あ
り
。

（
73
）
論
語
古
訓　

全　

一
冊　
（
8
8
0
3
・
1
1
5
1
2
）

江
戸
時
代
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
板　

袋
綴
装　

縦
26
・
9
×
横
18
・

0　

朱
書
書
き
入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
28
年
12
月
27
日

（
刊
記
）
太
宰
弥
右
衛
門
撰
／
元
文
四
年
己
未
夏
五
月
吉
／
江
都
書
肆
嵩
山

房
蔵
板
／
須
原
屋
新
兵
衛

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。「
罔
」
と
あ
る
行
の
上
欄
外
に
角
筆
で
「
モ
」

と
あ
り
。
口
頭
表
現
を
反
映
し
て
、「
モ
ウ
」
を
「
モ
」
と

短
呼
し
た
可
能
性
あ
り
。

（
74
）
新
板
校
正　

孟
子　

林
道
春
点　

三
冊　
（
8
8
0
3
・
1
1
5
1

6
〜
1
1
5
1
8
）

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
26
・
0
×
横
18
・
3　

墨
書
書
き
入
れ

な
し　

朱
印
「
賀
茂
県　

平
賀
氏
蔵
書　

黒
瀬
荘
」
あ
り

確
認
日　

平
成
28
年
12
月
27
日

（
版
心
記
）
森
氏
版

（
表
紙
見
返
・
墨
書
）
黒
瀬　

藤
波
園
／
藤
波
園
什
物　

月
観
園
／
菅
田
村　

大
原
屋
（
巻
三
）
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平
賀
氏
（
巻
四
）

黄
鳥
喜
春
来　

上
保
田
邑　

平
賀
／
平
賀
氏
（
巻

四
）

（
巻
頭
・
墨
書
）
凡
紙
数
／
十
八
枚
／
孟
子
（
巻
七
）

（
巻
末
・
墨
書
）
平
賀
氏
（
巻
四
）

井
上
氏　

暢
氏
什
物
（
巻
七
）

（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
天
保
五
年　

藤
浪
園
什
物　

甲
辰
七
月
（
巻

三
）

平
賀
氏
／
平
賀
来
治
（
巻
七
）

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。「
子
路
」
と
あ
る
行
の
上
欄
外
に
「
シ
」
と

あ
り
。「
シ
」
は
「
子
」
の
音
か
。（
巻
三　

18
丁
表
4
行

目
）
他
に
角
筆
の
線
あ
り
。

（
75
）
頭
書　

荘
子　

8
8
0
3
・
1
1
5
2
1
〜
1
1
5
3
0　

十
冊

江
戸
時
代
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
板　

袋
綴
装　

縦
27
・
3
×
横
19
・

5　

墨
書
・
朱
書
書
き
入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
13
日

（
刊
記
）
寛
文
五
乙
巳
歳
孟
秋
吉
祥
日
／
風
月
庄
左
衛
門　

開
板

（
第
一
冊
目
・
巻
末
・
墨
書
）
梅
村
之
賜
也
／
梅
漢
義

（
第
二
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
此
梅
漢
陳
人
蔵
書
／
而
梅
邨
所
贈

也

（
第
三
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
此
梅
村
御
恵
也
／
梅
義

（
第
四
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
梅
漢
所
蔵

（
第
五
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
此
梅
邨
兄
所
恵
也
／
梅
漢
陳
之

（
第
六
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
是
梅
村
所
恵
／
梅
漢
蔵

（
第
七
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
是
梅
漢
蔵
書
也
／
梅
村
生
所
恵
也

（
第
八
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
是
梅
兄
所
恵　

而
竺
梅
漢
之
蔵
也

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
角
筆
で
「
二
」「
三
」
の
漢
数
字
を
角
筆
で

書
き
入
れ
る
。
返
り
点
か
。
本
文
の
「
焉
如
」
の
「
焉
」
と

「
如
」
の
間
に
角
筆
で
「
ニ
」
と
あ
り
。（
第
一
冊
目　

巻
一　

22
丁
表
2
行
目
）

（
76
）
書
経
集
註　

8
8
0
3
・
1
1
5
3
1
・
1
1
5
3
2
・
1
1
5
3

3　

三
冊

江
戸
時
代
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
板　

袋
綴
装　

縦
28
・
0
×
横
19
・

2　

墨
書
書
き
入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
13
日

（
刊
記
）
明
暦
元
年
冬
下
旬
／
風
月
庄
左
衛
門

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
不
審
紙
の
上
か
ら
角
筆
を
書
き
入
れ
る
。
本

文
の
「
惑
」
の
右
に
不
審
紙
あ
り
。
そ
の
上
に
角
筆
で

「
三
」
と
あ
る
。（
巻
二　

3
丁
裏
6
行
目
）

（
77
）
補
註　

孔
子
家
語　

五
冊　

8
8
0
3
・
1
1
5
3
4
〜
1
1
5

4
3
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江
戸
時
代
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
板　

袋
綴
装　

縦
27
・
5
×
横
18
・

8　

墨
書
書
き
入
れ
な
し

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
13
日

（
版
心
記
）
風
月
堂
蔵

（
刊
記
）
寛
保
元
辛
酉
歳
十
二
月
之
吉
／
京
師
書
坊
／
風
月
堂　

荘
左
衛
門　

重
梓

（
表
紙
見
返
し
）
龍
洲
先
生
校
定
／
補
註　

孔
子
家
語
／
風
月
堂
主
人　

澤

文
拱
謹
識

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
上
欄
外
に
角
筆
で
絵
の
よ
う
な
線
あ
り
。

（
第
1
冊　

巻
一　

17
丁
表
）

﹇
保
田
（
義
郎
）
家
文
書
﹈（
広
島
城
下
京
橋
町
）

（
78
）
官
板　

四
書
大
全　

論
語　

二
十
一
冊　

3
6
0
・
1
〜
2
1

明
治
板　

袋
綴
装　

縦
28
・
0
×
横
20
・
4　

墨
書
書
き
入
れ
な
し

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
13
日

（
刊
記
）
徐
九
一
太
史
訂
正
／
四
書
大
全
／
金
閭
五
雲
居
蔵
版

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
角
筆
の
線
が
細
く
、
か
つ
凹
み
が
浅
い
た
め
、

多
く
の
角
筆
は
判
読
不
能
。「
ス
ヘ
」（
巻
一　

1
丁
表
1
行

目　

上
欄
外
）
と
あ
る
が
、
本
文
と
の
対
応
箇
所
不
明
。

（
79
）
新
版　

校
正　

易
経　
乾
坤　

書
経　
上
下　

春
秋　
全　

礼
記　
一
〜

四　

九
冊　

3
7
1
・
4
0
〜
4
8

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
26
・
0
×
横
19
・
0　

墨
書
書
き
入
れ

な
し

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
13
日

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。「
逐
逐
タ
リ
」
の
「
逐
巽
」
に
「
チ
ク
」
と

あ
り
。（
27
易
経　

乾　

巻
上　

19
丁
裏
2
行
目
）。「
天

殃
」
の
「
殃
」
に
印
刷
で
「
ア
フ
ア
リ
」
と
あ
る
の
に
対
し

て
、
角
筆
で
「
天
ヲ
ヽ
」
と
あ
る
。「
ア
フ
」
を
「
ヲ
ヽ
」

と
す
る
の
は
、
開
合
の
乱
れ
を
示
す
か
。（
礼
記　

二　

2

丁
裏
4
行
目
）

（
80
）　

倭
版
四
書　

孟
子
集
註　

四
冊　

4
0
5
・
1
2
〜
1
5

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
27
・
9
×
横
19
・
0　

墨
書
書
き
入
れ

な
し

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
13
日

（
版
心
記
）
山
崎
嘉
点

（
刊
記
）
皇
都
書
林
／
大
坂
／
村
上
右
衛
門
／
武
村
市
兵
衛
／
同
姓
佐
兵
衛

（
角
筆
情
報
）
角
筆
多
し
。
本
文
の
「
韓
子
」
の
「
韓
」
の
右
傍
に
角
筆
で

「
カ
ン
」
と
あ
り
。（
第
一
冊　

序
2
丁
裏
2
行
目
）

（
81
）
尚
書　

六
冊　

4
0
5　

5
1
〜
5
6　

六
冊

江
戸
時
代
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
板　

袋
綴
装　

縦
26
・
8
×
横
18
・
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1　

墨
書
書
き
入
れ
な
し

確
認
日　

平
成
29
年
1
月
13
日

（
刊
記
）
寛
延
四
年
辛
未
春
三
月
／
皇
都
書
林
／
丸
屋
市
兵
衛
／
今
村
八
兵

衛
／
風
月
荘
左
衛
門
／
梓
行

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
本
文
の
「
開
設
」
の
「
設
」
の
右
傍
に
角
筆

で
「
セ
ツ
」
と
あ
り
。（
第
一
冊　

序
2
丁
表
5
行
目
）。

本
文
の
「
漾
」
の
右
傍
に
角
筆
で
「
ヨ
」
と
あ
る
の
は
、

「
漾
」
の
音
で
あ
る
「
ヨ
ウ
」
を
短
呼
し
た
可
能
性
あ
り
。

﹇
山
名
家
文
書
﹈（
備
後
国
芦
田
郡
）

（
82
）
天
保
校
正　

孟
子　

道
春
点　

四
冊　

1
9
9
4
1
2　

慳
貪
1

1　

4
3
・
4
4
・
4
5
・
4
6

確
認
日　

平
成
29
年
12
月
26
日

江
戸
時
代
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
板　

袋
綴
装　

縦
25
・
1
×
横
18
・

1　

墨
書
書
き
入
れ
あ
り

「
山
名
図
書
」
印
あ
り

（
刊
記
）
赤
澤
太
一
郎
先
生
改
点
／
寛
政
五
年
癸
丑
四
月
／
文
政
七
年
甲
申

三
月
補
正
／
天
保
九
年
戊
戌
十
一
月
再
販
／
京
都
書
林
／
河
合
氏

梓
／
俵
屋
清
兵
衛

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
第
一
冊
二
丁
表
上
欄
外
に
「
モ
」
な
ど
の
仮

名
が
あ
る
が
、
本
文
の
漢
字
と
の
対
応
関
係
等
、
不
明
で
あ

る
。

（
83
）
大
学
章
句　

一
冊　

1
1
9
4
1
2　

慳
貪
1
1　

5
4

確
認
日　

平
成
29
年
12
月
26
日

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
27
・
0
×
横
19
・
0　

墨
書
書
き
入
れ

あ
り　
「
山
名
図
書
」
印
あ
り

（
後
表
紙
見
返
し
）
亥
之
年　

文
政
十
年

（
後
表
紙
）
保
里
入

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
序
3
丁
表
7
行
目
に
「
支
流
餘
」
の
「
支
」

の
右
傍
に
「
シ
」、「
餘
」
の
右
傍
に
「
ヨ
」
と
角
筆
で
書
か

れ
る
。「
シ
」
は
「
支
」
の
音
、「
ヨ
」
は
「
餘
」
の
音
。

（
84
）
改
正
再
刻　

孟
子　

道
春
点　

三
冊
（
巻
二
・
三　

巻
四
・
五　

巻
六
・
七
）
2
0
1
4
0
4　

4
6
・
4
7
・
4
8

江
戸
時
代
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年　

袋
綴
装　

縦
26
・
0
×
横
18
・
4　

墨
書
書
き
入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
29
年
12
月
26
日

（
第
一
冊
目
・
表
紙
見
返
し
）
山
根
栄
吉
／
十
八
日
／
山
根
栄
吉
事
／
聖
賢

孟
子
所
謂
学
文
之
道
無
他
求
放
心
而
已　

都
之
勉
教
人

（
第
一
冊
目
・
後
表
紙
見
返
し
）
土
方　

の
む
ら　

野
村

（
第
一
冊
目
・
後
表
紙
）
安
芸
国　

芸
州　

安
芸
郡
上
瀬
野
村　

一
貫
田　
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土
方　

頼
道

（
第
二
冊
目
・
表
紙
見
返
し
）
明
治
十
四
年
六
月
二
十
三
日

言
語
ハ
不
可
有
慎
マ
ス
ニ
ハ
矣

明
治
十
四
年
第
四
月

（
第
三
冊
目
）
放
心
求
之
遠
而
已

（
第
一
目
・
刊
記
）
天
明
丙
午　

孟
春
之
月　

平
安
書
坊　

竹
林
堂
梓

寛
政
四
壬
子
秋
九
月　

河
内
屋
喜
兵
衛

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。

（
85
）
中
庸
章
句　

一
冊　

2
0
1
4
0
4
・
4
9

江
戸
時
代
後
期　

袋
綴
装　

縦
26
・
2
×
横
18
・
4　

墨
書
書
き
入
れ
な

し確
認
日　

平
成
29
年
12
月
26
日

（
角
筆
情
報
）
角
筆
で
「
一
」「
二
」
な
ど
の
返
り
点
が
書
き
入
れ
ら
れ
て

い
る
。

﹇
福
原
家
文
書
﹈
賀
茂
郡
兼
次

（
86
）
首
書
四
書　

集
註
中
庸
章
句　

一
冊　

9
2
0
1-

7

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
26
・
1
×
横
18
・
3　

墨
書
・
朱
書
書

き
入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
30
年
1
月
12
日

（
表
紙
）
福
原
稲
造

（
表
紙
見
返
し
）
明
治
十
三
年
六
月
九
日
包
之

（
後
表
紙
）
福
原
蔵
本

（
角
筆
情
報
）「
柔
ス
ル
ト
キ
ハ
」（
四
十
七
丁
表
7
行
目
）
の
「
柔
」
の
右
傍

に
「
シ
ウ
」
と
あ
り
。「
し
う
」
は
「
柔
」
の
音
。

（
87
）
孟
子　

道
春
点　

四　

一
冊
（
巻
十
一
・
十
二
・
十
三
・
十
四
）　

9
2
0
1
・
8
0
7

江
戸
時
代
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
板　

袋
綴
装　

縦
25
・
0
×
横
18
・

4　

墨
書
朱
書
書
き
入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
30
年
1
月
12
日

（
表
紙
）
山
根
咬
芝

（
後
表
紙
見
返
し
）
福
原
蔵
本　

隣
静

（
後
表
紙
）
福
原
蔵
書

広
島
県
賀
茂
郡
重
兼
里
庄
／
福
原
蔵
書

字
子
求

（
刊
記
）
正
徳
四
年
甲
午
五
月
穀
旦
／
北
村
四
郎
兵
衛　

開
板

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
以
下
に
主
な
用
例
を
示
す
。

「
告
子
章
句
ノ
上
」（
1
丁
表
3
行
目
）
の
右
傍
に
「
コ
ウ
シ

シ
ヨ
ウ
ク
上
」
と
あ
り
。「
告
子
章
句
」
の
音
。

「
暴
ヲ
好
ミ
ヌ
」（
5
丁
表
10
行
目
）
の
左
傍
に
「
ボ
ウ
」
と

あ
り
。「
暴
」
の
音
。
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「
象
」（
5
丁
裏
1
行
目
）
の
上
欄
外
に
「
シ
ヨ
ウ
」
と
あ
り
。

「
象
」
の
音
。

「
口
腹
」（
15
丁
表
3
行
目
）
の
右
傍
に
「
コ
ウ
フ
ク
」
と
あ

り
。「
口
腹
」
の
音
。

「
洚
水
」（
30
丁
表
6
行
目
）
の
「
洚
」
の
右
傍
に
「
コ
ウ
」

と
あ
り
。「
洚
」
の
音
。

「
甘
ン
ス
」（
44
丁
表
7
行
目
）
の
「
甘
」
の
右
傍
に
「
カ
ン
」

と
あ
り
。「
甘
」
の
音
。

「
欲
ス
レ
短
フ
セ
ン
ト
」（
46
丁
裏
3
行
目
）
の
「
短
」
の
右
傍

に
「
ミ
ジ
コ
ウ
セ
ン
ト
」
と
あ
り
。「
短
」
の
訓
。

（
88
）
新
板
大
字
古
文
真
宝　

一
冊　

9
2
0
1
／
8
0
8

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
26
・
6
×
横
18
・
6　

墨
書
書
き
入
れ

な
し

確
認
日　

平
成
30
年
1
月
12
日

（
元
の
刊
記
）
延
宝
三
乙
卯
歳
二
月
吉
日
／
吉
田
四
郎
右
衛
門
板
行

（
角
筆
情
報
）
角
筆
多
し
。「
無
妄
」（
1
丁
表
3
行
目
）
の
「
妄
」
の
右
傍

に
「
ホ
フ
」
と
あ
り
。「
妄
」
の
音
。

（
89
）
孟
子　

二
冊　

9
2
0
1
／
8
0
9

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
25
・
0
×
横
18
・
0　

墨
書
書
き
入
れ

あ
り

確
認
日　

平
成
30
年
1
月
12
日

（
後
表
紙
見
返
し
）
福
原
稲
造
有

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。「
授
」（
1
丁
表
2
行
目
）
の
右
傍
に
「
サ
ズ

ク
」
と
あ
り
。
四
つ
仮
名
の
乱
れ
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。

（
90
）
孟
子　

二
冊　

9
2
0
1
／
8
1
0

江
戸
時
代
初
期
板　

袋
綴
装　

縦
26
・
0
×
横
18
・
0　

墨
書
・
朱
書
書

き
入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
30
年
1
月
12
日

（
表
紙
）
気
湯　

助
次
郎

（
表
紙
見
返
し
）
福
原
稲
造

（
角
筆
情
報
）
角
筆
少
な
し
。
七
丁
裏
か
ら
八
丁
表
の
上
欄
外
に
「
ウ
」

「
ア
ン
」「
ソ
ク
」
の
よ
う
な
仮
名
あ
り
。
本
文
の
読
み
を
記

し
た
と
思
わ
れ
る
が
対
応
箇
所
は
不
明
。

（
91
）
書
経　

一
冊　

9
2
0
1
／
8
1
1

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
25
・
4
×
横
18
・
4　

墨
書
・
朱
書
書

き
入
れ
あ
り

平
成
30
年
1
月
12
日

（
表
紙
）
君
子
万
年　

福
録
綴
之　

福
原
稲
造

（
角
筆
情
報
）
角
筆
の
書
入
れ
少
な
し
。「
放-

勲
シ
」（
1
丁
表
2
行
目
）

の
右
傍
に
「
ホ
フ
ク
ン
」
と
あ
り
。「
放
勲
」
の
音
。
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（
92
）
新
刻
易
経　
　

一
冊　

9
2
0
1
／
8
3
0

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
25
・
0
×
横
18
・
4　

墨
書
書
き
入
れ

あ
り

確
認
日　

平
成
30
年
1
月
12
日

（
表
紙
見
返
し
）
福
原
様

（
巻
末
）
安
政
七
年
申
三
月
八
日
初
メ
ル　

之
は
廿
二
日
よ
り
十
五
日
ブ
リ

ニ福
原
利
常
本
二
／
芸
州
賀
茂
郡
高
屋
組
重
兼
村
福
原
氏
利
常
本

（
角
筆
情
報
）
角
筆
の
書
入
れ
少
な
し
。「
行
」（
27
丁
裏
1
行
目
）
に
「
ユ

キ
」
の
仮
名
あ
り
。「
行
」
の
訓
。

（
93
）
新
刻
易
経　
　

一
冊　

9
2
0
1
／
8
3
1

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
25
・
6
×
横
18
・
2　

墨
書
書
き
入
れ

あ
り

確
認
日　

平
成
30
年
1
月
12
日

（
版
心
記
）
新
刻
改
点

（
表
紙
見
返
し
）
安
政
七
年
庚
申
三
月
八
日
上
ル
之　

土
居
勝
二

（
後
表
紙
見
返
し
）
安
政
七
年　

末
六
月
十
三
日
来
之　

土
居
勝
二
本

（
角
筆
情
報
）
角
筆
の
書
入
れ
少
な
し
。「
窯
ク
」（
3
丁
裏
4
行
目
）
の
右

傍
に
「
ヤ
ク
」
と
あ
り
。「
窯
」
の
訓
。

（
94
）
論
語　
　

一
冊　

9
2
0
1
／
8
1
4

江
戸
時
代
初
期
板　

袋
綴
装　

縦
27
・
2
×
横
18
・
2　

墨
書
書
き
入
れ

あ
り

確
認
日　

平
成
30
年
1
月
12
日

（
角
筆
情
報
）
角
筆
の
書
入
れ
少
な
し
。
7
丁
の
上
欄
外
に
「
去
」
と
あ
る
。

対
応
箇
所
不
明
。

（
95
）
孟
子　
　

一
冊　

9
2
0
1
／
8
3
3

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

縦
27
・
2
×
横
20
・
0　

墨
書
朱
書
書
き

入
れ
あ
り

確
認
日　

平
成
30
年
1
月
12
日

（
表
紙
見
返
）
福
原
蔵
本　

福
原
郁
蔵
本

（
角
筆
情
報
）
角
筆
の
書
入
れ
少
な
し
。
18
丁
表
の
上
欄
外
に
「
シ
」
と
あ

る
。
対
応
箇
所
不
明

二
　
保
田
（
義
郎
）
家
文
書
の
角
筆
文
献
に
み
る
音
韻
的

特
徴

　

今
回
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
は
、
角
筆
の
書
き
入
れ
が
多
い
も
の
も

あ
れ
ば
、
上
欄
に
数
か
所
だ
け
文
字
を
書
き
入
れ
た
だ
け
の
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
線
だ
け
を
書
き
入
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
角
筆
の
書
き

入
れ
が
最
も
多
い
保
田
（
義
郎
）
家
文
書
の
角
筆
文
献
の
「
孟
子
集
註
」

（
文
献
番
号
26（6
））

と
「
倭
版
四
書
孟
子
集
註
」（
文
献
番
号
80
）
を
対
象
に
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し
て
、
角
筆
の
書
き
入
れ
か
ら
分
か
る
音
韻
的
特
徴
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

（
1
）
開
合
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
、
開
合
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
以
下
に
掲
げ
る
よ
う
に
、

保
田
（
義
郎
）
家
文
書
の
角
筆
文
献
「
孟
子
集
註
」（
文
献
番
号
26
）
と

「
倭
版
四
書　

孟
子
集
註
」（
文
献
番
号
80
）
か
ら
は
、
開
合
に
関
す
る
多

く
の
用
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、「
開
音
を
合
音
に
し
た
例
」

「
開
音
を
開
音
に
し
た
例
」「
合
音
を
開
音
に
し
た
例
」「
合
音
を
合
音
に
し

た
例
」
に
分
け
て
、
用
例
を
示
す
。

①　

開
音
を
合
音
に
し
た
例

1　

合
従
連
衡
「
シ
ヤ
ウ
レ
ン
コ
ウ
」（
26
孟
子　

序
2
丁
表
4
行
目
）・

「
衡
」
は
本
来
「
カ
ウ
」

2　

唐
虞
「
ト
ウ
ク
」（
26
孟
子　

序
2
丁
表
5
行
目
）・「
唐
」
は
本
来

「
タ
ウ
」

3　

郊
関
「
コ
ウ
ク
ハ
ン
」「
コ
ウ
カ
ン
」（
26
孟
子　

30
丁
表
8
行
目
）・

「
郊
」
は
「
カ
ウ
」

4　

境
「
キ
ヨ
ウ
」（
26
孟
子　

30
丁
表
7
行
目
）・「
境
」
は
本
来
「
キ
ヤ

ウ
」

5　

商
鞅
「
ヲ
ウ
」（
26
孟
子　

序　

2
丁
表
2
行
目
）・「
鞅
」
は
本
来

「
ア
ウ
」

6　

陋
巷
「
ロ
ウ
コ
ウ
」（
26
孟
子　

序
5
丁
表
5
行
目
）・「
巷
」
は
本
来

「
カ
ウ
」

7　

衡
行
「
コ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
一　

32
丁
表
4
行
目
）・「
衡
」
は
本
来

「
カ
ウ
」

8　

辞
譲　
「
ジ
ジ
ヨ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
二　

20
丁
表
3
行
目
）・「
譲
」

は
本
来
「
ジ
ヤ
ウ
」

9　

耕
稼
陶
漁　
「
コ
ウ
カ
ト
ウ
」「
ト
ウ
キ
ヨ
」（
26
孟
子　

巻
二　

23
丁

表
6
行
目
）・「
耕
陶
」
は
本
来
「
カ
ウ
」「
タ
ウ
」

10　

輔
行
「
フ
コ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
二　

33
丁
表
2
行
目
）・「
行
」
は
本

来
「
カ
ウ
」

11　

耕　
「
コ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
二　

55
丁
裏
7
行
目
）・「
耕
」
は
本
来

「
カ
ウ
」

12　

暢
茂　
「
チ
ヨ
ウ
ボ
」（
26
孟
子　

巻
二　

32
丁
裏
8
行
目
）・「
暢
」

は
本
来
「
チ
ヤ
ウ
」

13　

皜
皜
「
コ
ウ
」　
（
26
孟
子　

巻
二　

60
丁
裏
2
行
目
）・「
皜
」
は
本

来
「
カ
ウ
」

14　

陋
巷
「
ロ
ウ
コ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
三　

40
丁
表
8
行
目
）・「
巷
」
は

本
来
「
カ
ウ
」

15　

考
妣
「
コ
ウ
ヒ
」（
26
孟
子　

巻
三　

52
丁
裏
9
行
目
）・「
考
」
は
本

来
「
カ
ウ
」

16　

将
軍
「
シ
ヨ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
四　

36
丁
表
8
行
目
）・「
将
」
は
本

来
「
シ
ヤ
ウ
」
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17　

皐
陶　
「
コ
ウ
ヨ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
四　

62
丁
表
4
行
目
）・「
皐
」

は
本
来
「
カ
ウ
」

18　

滕
更
「
ト
ウ
コ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
四　

67
丁
裏
7
行
目
）・「
更
」
は

本
来
「
カ
ウ
」

19　

滕
更
「
ト
ウ
コ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
四　

68
丁
裏
3
行
目
）・「
更
」
は

本
来
「
カ
ウ
」

20　

公
望
「
ホ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
四　

91
丁
裏
5
行
目
）・「
望
」
は
本
来

「
バ
ウ
」

21　

亡
滅　
「
ボ
ウ
メ
ツ
シ
」（
80
孟
子　

序
4
丁
表
3
行
目
）・「
亡
」
は

本
来
「
バ
ウ
」

22　

陋
巷　
「
ロ
ウ
コ
ウ
」（
80
孟
子　

序
5
丁
表
5
行
目
）・「
巷
」
は
本

来
「
カ
ウ
」

23　

光
耀　
「
ヨ
ウ
」（
80
孟
子　

序
5
丁
裏
7
行
目
）・「
耀
」
は
本
来

「
ヤ
ウ
」

24　

辞
譲　
「
シ
セ
ウ
」（
80
孟
子　

序
6
丁
表
2
行
目
）・「
譲
」
は
本
来

「
ジ
ヤ
ウ
」

25　

荒
亡　
「
コ
ウ
」（
80
孟
子　

巻
二　

9
丁
表
8
行
目
）・「
荒
」
は
本

来
「
ク
ワ
ウ
」

26　

郊　
「
コ
ウ
」（
80
孟
子　

巻
二　

10
丁
表
5
行
目
）・「
郊
」
は
本
来

「
カ
ウ
」

27　

陶
漁　
「
ト
ウ
」（
80
孟
子　

巻
三　

26
丁
表
2
行
目
）・「
陶
」
は
本

来
「
タ
ウ
」

28　

封
疆　
「
キ
ヨ
ウ
」（
80
孟
子　

巻
四　

1
丁
表
8
行
目
）・「
疆
」
は

本
来
「
キ
ヤ
ウ
」

29　

申
詳
「
セ
ウ
」（
80
孟
子　

巻
四　

17
丁
裏
5
行
目
）・「
詳
」
は
本
来

「
シ
ヤ
ウ
」

30　

郷
「
ケ
ヲ
」　
（
80
孟
子　

巻
五　

11
丁
裏
6
行
目
）・「
郷
」
は
本
来

「
キ
ヤ
ウ
」

31　

守
望　
「
ボ
ウ
」　
（
80
孟
子　

巻
五　

11
丁
裏
6
行
目
）・「
望
」
は

本
来
「
バ
ウ
」

32　

豪
傑　
「
ゴ
ウ
ケ
ツ
」　
（
80
孟
子　

巻
五　

19
丁
裏
4
行
目
）・「
豪
」

は
本
来
「
ガ
ウ
」

33　

彭
更　
「
ホ
フ
コ
ウ
」　
（
80
孟
子　

巻
六　

6
丁
裏
7
行
目
）・「
彭
」

「
更
」
は
そ
れ
ぞ
れ
本
来
「
バ
ウ
」「
カ
ウ
」

34　

犀
象　
「
サ
イ
ソ
ウ
」　
（
80
孟
子　

巻
六　

16
丁
表
4
行
目
）・「
象
」

は
本
来
「
ザ
ウ
」

35　

匡
章　
「
キ
ヨ
ウ
」　
（
80
孟
子　

巻
六　

19
丁
裏
4
行
目
）・「
匡
」

は
本
来
「
キ
ヤ
ウ
」

36　

沓
沓　
「
ト
フ
」（
80
孟
子　

巻
七　

4
丁
表
8
行
目
）・「
沓
」
は
本

来
「
タ
ウ
」

37　

笑
貌　
「
ホ
ウ
」　
（
80
孟
子　

巻
七　

18
丁
裏
8
行
目
）・「
貌
」
は

本
来
「
バ
ウ
」
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②　

開
音
を
開
音
に
し
た
例

38　

楊
子
「
ヤ
ウ
」（
26
孟
子　

序
3
丁
表
6
行
目
）・「
楊
」
は
本
来
「
ヤ

ウ
」

39　

情
「
シ
ヤ
ウ
」（
26
孟
子　

序
1
丁
表
5
行
目
）・「
情
」
は
本
来
「
ジ

ヤ
ウ
」

40　

気
象
「
キ
シ
ヤ
ウ
」　
（
26
孟
子　

序
5
丁
裏
6
行
目
）・「
象
」
は
本

来
「
シ
ヤ
ウ
」

41　

于
享
「
キ
ヤ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
四　

31
丁
表
4
行
目
）・「
享
」
は
本

来
「
キ
ヤ
ウ
」

42　

毫
髪
「
カ
ウ
ハ
ツ
」（
80
孟
子　

序
5
丁
裏
2
行
目
）・「
毫
」
は
本
来

「
ガ
ウ
」

43　

郊
関
「
カ
ウ
ク
ハ
ン
」（
80
孟
子　

巻
二　

4
丁
裏
6
行
目
）・「
郊
」

は
本
来
「
カ
ウ
」

44　

膠
鬲
「
カ
ウ
カ
ク
」　
（
80
孟
子　

巻
三　

3
丁
裏
4
行
目
）・「
膠
」

は
本
来
「
カ
ウ
」

45　

子
敖　
「
ガ
ウ
」　
（
80
孟
子　

巻
七　

23
丁
表
6
行
目
）・「
敖
」
は

本
来
「
ガ
ウ
」

③　

合
音
を
開
音
に
し
た
例

46　

合
従
連
衡
「
シ
ヤ
ウ
レ
ン
コ
ウ
」（
26
孟
子　

序
2
表
4
行
目
）・

「
従
」
は
本
来
「
シ
ヨ
ウ
」

47　

堯
「
キ
ヤ
ウ
」（
26
孟
子　

序
2
裏
2
行
目
）・「
堯
」
は
本
来
の
音

「
ゲ
ウ
」

48　

魯
頌
「
シ
ヤ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
二　

61
表
5
行
目
）・「
頌
」
は
本
来

「
シ
ヨ
ウ
」

49　

王
豹
「
ヒ
ヤ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
四　

32
丁
裏
8
行
目
）・「
豹
」
は
本

来
「
ヘ
ウ
」

50　

狗
彘
「
カ
ウ
テ
イ
」（
80
孟
子　

巻
一　

6
丁
表
7
行
目
）・「
狗
」
は

本
来
「
コ
ウ
」

51　

勾
践
「
カ
ウ
」（
80
孟
子　

巻
一　

6
丁
表
7
行
目
）・「
勾
」
は
本
来

「
コ
ウ
」

52　

狗
吠
「
カ
ウ
ベ
イ
」（
80
孟
子　

巻
三　

4
丁
表
8
行
目
）・「
狗
」
は

本
来
「
コ
ウ
」

53　

溝
壑
「
カ
ウ
カ
ク
」（
80
孟
子　

巻
五　

8
丁
裏
1
行
目
）・「
溝
」
は

本
来
「
コ
ウ
」

54　

廃
興
「
ハ
イ
カ
ウ
」（
80
孟
子　

巻
七　

9
丁
裏
2
行
目
）・「
興
」
は

本
来
「
コ
ウ
」

④　

合
音
を
合
音
に
し
た
例

55　

凍
餓
「
ト
ウ
カ
」（
26
孟
子　

巻
一　

15
丁
裏
9
行
目
）・「
凍
」
は
本

来
「
ト
ウ
」
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56　

攻
伐
「
コ
ウ
バ
ツ
」（
26
孟
子　

序
2
丁
表
4
行
目
）・「
攻
」
は
本
来

「
コ
ウ
」

57　

陋
巷
「
ロ
ウ
コ
ウ
」（
26
孟
子　

序
5
丁
表
5
行
目
）・「
陋
」
は
本
来

「
ロ
ウ
」

58　

欧
陽
「
ヲ
ウ
」（
26
孟
子　

序
6
丁
裏
3
行
目
）・「
欧
」
は
本
来
「
オ

ウ
」

59　

溝
壑
「
コ
ウ
カ
ク
」（
26
孟
子　

巻
二　

31
丁
裏
3
行
目
）・「
溝
」
は

本
来
「
コ
ウ
」

60　

胸
中
「
キ
ヨ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
三　

15
丁
裏
8
行
目
）・「
胸
」
は
本

来
「
キ
ヨ
ウ
」

61　

陋
巷
「
ロ
ウ
コ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
三　

40
丁
表
8
行
目
）・「
陋
」
は

本
来
「
ロ
ウ
」

62　

供
「
キ
ヨ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
三　

66
裏
7
行
目
）・「
供
」
は
本
来

「
キ
ヨ
ウ
」

63　

皐
陶　
「
コ
ウ
ヨ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
四　

62
丁
表
4
行
目
）・「
陶
」

は
本
来
「
エ
ウ
」

64　

縄
墨
「
ジ
ヨ
ウ
ボ
ク
」（
26
孟
子　

巻
四　

67
丁
表
1
行
目
）・「
縄
」

は
本
来
「
ジ
ヨ
ウ
」

65　

滕
更
「
ト
ウ
コ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
四　

67
丁
裏
7
行
目
）・「
滕
」
は

本
来
「
ト
ウ
」

66　

滕
更
「
ト
ウ
コ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
四　

68
丁
表
3
行
目
）・「
滕
」
は

本
来
「
ト
ウ
」

67　

憑
婦
「
ヒ
ヨ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
四　

78
丁
裏
7
行
目
）・「
憑
」
は
本

来
「
ヒ
ヨ
ウ
」

68　

陋
巷　
「
ロ
ウ
コ
ウ
」（
80
孟
子　

序
5
丁
表
5
行
目
）・「
陋
」
は
本

来
「
ロ
ウ
」

69　

溝
壑
「
コ
ウ
カ
ク
」（
80
孟
子　

巻
二　

21
丁
裏
8
行
目
）・「
溝
」
は

本
来
「
コ
ウ
」

70　

統
「
ト
ウ
」（
80
孟
子　

巻
二　

23
丁
裏
3
行
目
）・「
統
」
は
本
来

「
ト
ウ
」

71　

崩
ヌ　
「
ホ
ウ
」（
80
孟
子　

巻
三　

3
丁
表
2
行
目
）・「
崩
」
は
本

来
「
ホ
ウ
」

72　

憔
悴　
「
セ
ウ
ス
イ
」（
80
孟
子　

巻
三　

4
丁
裏
7
行
目
）・「
憔
」

は
本
来
「
セ
ウ
」

73　

麻
縷
絲
絮
「
マ
ロ
ウ
シ
チ
ヨ
」　
（
80
孟
子　

巻
五　

21
丁
表
2
行

目
）・「
縷
」
は
本
来
「
ロ
ウ
」

74　

蠅
蚋
姑　
「
ヨ
ウ
ゼ
イ
コ
」　
（
80
孟
子　

巻
五　

23
丁
裏
6
行
目
）・

「
蠅
」
は
本
来
「
ヨ
ウ
」

75　

丘
陵　
「
リ
ヨ
ウ
」　　
（
80
孟
子　

巻
六　

3
丁
表
5
行
目
）・「
陵
」

は
本
来
「
リ
ヨ
ウ
」

76　

修
大
空　
「
セ
ウ
」　
（
80
孟
子　

巻
六　

4
丁
裏
6
行
目
）・「
空
」

は
本
来
「
セ
ウ
」

77　
「
陵
」　
「
リ
ヨ
ウ
」　
（
80
孟
子　

巻
六　

19
丁
裏
5
行
目
）・「
陵
」

は
本
来
「
リ
ヨ
ウ
」
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78　

瞽
瞍　
「
コ
ソ
ウ
」　
（
80
孟
子　

巻
七　

26
丁
表
5
行
目
）・「
瞍
」

は
本
来
「
ソ
ウ
」

　

以
上
、
全
78
例
の
う
ち
、
①「
開
音
を
合
音
に
し
た
例
」
が
37
例
、
②

「
開
音
を
開
音
に
し
た
例
」
が
8
例
、
③「
合
音
を
開
音
に
し
た
例
」
が
9

例
、
④「
合
音
を
合
音
に
し
た
例
」
が
24
例
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用

例
数
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
文
章
内
容
や
角
筆
の
書
き
入
れ
の
多
寡
と
関

わ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
①「
開
音
を
合
音
に
し
た
例
」
が
37
例
と
最
も
多

く
存
す
る
こ
と
か
ら
、
開
合
の
乱
れ
が
顕
著
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
多
く

の
開
音
は
合
音
に
移
行
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
②「
開
音
を
開

音
に
し
た
例
」
が
8
例
、
③「
合
音
を
開
音
に
し
た
例
」
が
9
例
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
す
べ
て
が
合
音
と
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
こ

の
よ
う
な
例
が
、
開
合
に
乱
れ
が
生
じ
た
結
果
、
表
記
に
お
い
て
、
本
来

の
音
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
合
音
で
あ
っ
た
字
音
の
表
記
ま
で
も
開
音
と

し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら
「
合
音
を
開
音
に
し
た
例
」
が
発
音
を
反

映
し
た
表
記
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
前
者
で
あ
る
な
ら
ば
、

す
で
に
近
世
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
の
安
芸
地
方
に
お
い
て
、
開
合
の

変
化
は
す
で
に
完
了
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、「
開
音
を
開
音

に
し
た
例
」
は
、
知
識
を
反
映
し
た
結
果
の
表
記
で
あ
り
、
実
際
行
わ
れ

て
い
た
発
音
を
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
後
者
で
あ
れ
ば
、
開

音
か
ら
合
音
に
一
律
に
変
化
し
た
の
で
は
な
く
、
合
音
か
ら
開
音
に
進
ん

だ
語
も
あ
り
、
ま
た
、
開
音
を
保
っ
た
ま
ま
の
語
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
同
一
の
漢
字
の
字
音
の
表
記
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

　

以
下
に
挙
げ
る
の
は
、
複
数
の
用
例
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
音
の
表
記
が

一
致
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

　
〈
開
音
を
合
音
に
〉　

○
巷
（
カ
ウ
↓
コ
ウ
・
3
例
）
○
更
（
カ
ウ
↓
コ

ウ
・
2
例
）
○
耕
（
カ
ウ
↓
コ
ウ
・
2
例
）
○
衡

（
カ
ウ
↓
コ
ウ
・
2
例
）
○
譲
（
ジ
ヤ
ウ
↓
ジ
ヨ

ウ
・
2
例
）
○
陶
（
タ
ウ
↓
ト
ウ
・
2
例
）
○
望

（
バ
ウ
↓
ボ
ウ
・
2
例
）

　
〈
合
音
を
開
音
に
〉　

○
狗
（
コ
ウ
↓
カ
ウ
・
2
例
）

　
〈
合
音
を
合
音
に
〉　

○
陵
（
リ
ヨ
ウ
↓
リ
ヨ
ウ
・
2
例
）
○
滕
（
ト
ウ

↓
ト
ウ
・
2
例
）
○
陋
（
ロ
ウ
↓
ロ
ウ
・
2
例
）

　

こ
れ
ら
の
例
に
対
し
て
、
音
の
表
記
が
一
致
し
て
い
な
い
例
も
あ
る
。

（
各
番
号
は
、
前
掲
の
用
例
の
番
号
で
あ
る
。）

3　

郊
関
「
コ
ウ
ク
ハ
ン
」「
コ
ウ
カ
ン
」（
26
孟

子　

30
丁
表
8
行
目
）

26　

郊　
「
コ
ウ
」（
80
孟
子　

巻
二　

10
丁
表
5

行
目
）

43　

郊
関
「
カ
ウ
ク
ハ
ン
」（
80
孟
子　

巻
二　

4
丁
裏
6
行
目
）

53　

溝
壑
「
カ
ウ
カ
ク
」（
80
孟
子　

巻
五　

8

丁
裏
1
行
目
）
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59　

溝
壑
「
コ
ウ
カ
ク
」（
26
孟
子　

巻
二　

31

丁
裏
3
行
目
）

69　

溝
壑
「
コ
ウ
カ
ク
」（
80
孟
子　

巻
二　

21

丁
裏
8
行
目
）

　

右
の
例
の
う
ち
「
郊
」
は
、「
コ
ウ
」
と
「
カ
ウ
」
と
い
う
異
な
る
読
み

の
例
が
あ
る
。
3
の
「
コ
ウ
」
と
読
ん
だ
例
は
26
孟
子
の
例
で
、
43
の

「
カ
ウ
」
と
読
ん
だ
例
は
、
80
孟
子
の
例
で
あ
る
。
26
孟
子
と
80
孟
子
は
い

ず
れ
も
、
保
田
（
義
郎
）
家
文
書
で
、
26
孟
子
は
、「
孟
子
集
註
」（
分
類

番
号　

4
0
3-

2
8
〜
3
1
）
で　

江
戸
時
代
中
期
の
板
で
あ
り
、
80
孟

子
は
、「
倭
版
四
書　

孟
子
集
註
」（
分
類
番
号　

4
0
5
・
1
2
〜
1
5
）

で
江
戸
時
代
中
期
の
板
で
あ
る
。
角
筆
は
、
26
孟
子
と
80
孟
子
は
、
角
筆

を
誰
が
い
つ
書
き
入
れ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
筆
者
は
そ
の
字
形
か
ら
、

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
後
期
の
書
入
れ
と
判
断
し
て
い
る
。
な
お
、
26
孟
子

の
角
筆
と
80
孟
子
の
角
筆
は
、
異
な
る
人
物
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
た
も
の

で
あ
る
。「
郊
」
は
も
と
「
カ
ウ
」
と
い
う
開
音
で
あ
る
が
、
26
孟
子
と
80

孟
子
の
両
方
に
合
音
の
「
コ
ウ
」
の
読
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸

時
代
後
期
に
は
、「
郊
」
の
音
は
「
コ
ウ
」
の
よ
う
に
合
音
と
認
識
さ
れ
て

い
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
80
孟
子
で
、「
郊
」
に
「
コ
ウ
」
と
「
カ
ウ
」

が
見
ら
れ
る
の
は
、
同
一
人
物
で
も
「
コ
ウ
」「
カ
ウ
」
と
表
記
が
揺
れ
た

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
す
で
に
「
郊
」
は
「
コ
ウ
」
と
な
っ
て
お
り
、
本

来
の
「
郊
」
の
音
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

43
の
「
カ
ウ
ク
ハ
ン
」
は
、
知
識
に
基
い
て
書
き
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
溝
」
に
つ
い
て
は
、「
カ
ウ
」
と
読
ん
だ
例
と
「
コ
ウ
」
と
読
ん
だ
例

が
あ
る
。「
溝
」
の
音
は
、
本
来
「
コ
ウ
」
で
、
こ
の
読
み
を
26
孟
子
と
80

孟
子
で
書
き
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
80
孟
子
で
は
、「
溝
」
を
「
カ
ウ
」

と
も
「
コ
ウ
」
と
も
読
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
80
孟
子
に
角
筆
を
書
き
入

れ
た
人
物
が
、
本
来
「
コ
ウ
」
で
あ
る
「
溝
」
の
音
を
、
誤
っ
た
回
帰
に

よ
り
「
カ
ウ
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
80
孟

子
で
、「
溝
」
を
「
カ
ウ
」
と
す
る
の
は
、
当
時
の
「
溝
」
の
音
を
反
映
し

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
80
孟
子
に
は
、「
郊
」
を
「
カ
ウ
」
と
読
む
例
と
、

「
溝
」
を
「
カ
ウ
」
と
読
む
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
80
孟
子
は
、
当
時
の
発

音
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
開
音
を
選
ん
で
書
き
入
れ
る
傾
向
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
次
の
例
の
よ
う
に
、
本
来
「
コ
ウ
」
で
あ
る
「
狗
」
を
、

80
孟
子
で
は
、
2
例
と
も
「
カ
ウ
」
に
し
て
い
る
。

50　

狗
彘
「
カ
ウ
テ
イ
」（
80
孟
子　

巻
一　

6

丁
表
7
行
目
）

52　

狗
吠
「
カ
ウ
ベ
イ
」（
80
孟
子　

巻
三　

4

丁
表
8
行
目
）

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
近
世
の
安
芸
地
方
（
広
島
城
下
）
の
開
合
に
つ
い
て

は
、
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
26
孟
子
と
80
孟
子
の
開
音
、

合
音
の
読
み
の
現
れ
方
を
見
る
と
、
江
戸
時
代
後
期
の
安
芸
地
方
に
お
い

て
は
、
す
で
に
開
合
の
区
別
は
失
わ
れ
、
開
音
は
合
音
と
な
っ
て
い
た
と
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推
定
さ
れ
る
。

（
2
）
合
拗
音
と
直
音

　

合
拗
音
の
直
音
化
に
つ
い
て
は
、
安
芸
地
方
で
は
、
明
治
時
代
に
は
す

で
に
直
音
化
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
直
前
の
時
代
の

状
態
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、
保
田
（
義
郎
）
家
文
書
の
角
筆
文
献
か
ら
、
近
世
後
期
の

安
芸
地
方
（
広
島
城
下
）
の
合
拗
音
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、「
合
拗
音
を
直
音
に
し
た
例
」「
直
音
を
直
音
に
し
た
例
」「
合
拗

音
を
合
拗
音
に
し
た
例
」
に
分
類
し
て
、
用
例
を
示
す
。

①　

合
拗
音
を
直
音
に
し
た
例

79　

郊
関
「
コ
ウ
ク
ハ
ン
」「
コ
ウ
カ
ン
」（
26
孟
子　

30
丁
表
8
行
目
）

（「
関
」
は
本
来
「
ク
ワ
ン
」。
角
筆
で
「
ク
ハ
ン
」
と
書
き
、
さ
ら
に

角
筆
で
「
カ
ン
」
と
重
書
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
例
の
あ
る
行
の

上
欄
外
に
「
コ
ウ
カ
ン
」
と
あ
る
。「
コ
ウ
ク
ハ
ン
」
の
文
字
と
重
書

さ
れ
た
「
カ
ン
」
の
文
字
は
同
筆
で
あ
る
。）

②　

直
音
を
直
音
に
し
た
例

80　

韓
「
カ
ン
」（
26
孟
子　

序
2
表
5
行
目
）・
本
来
「
カ
ン
」
の
と
こ

ろ
を
角
筆
で
「
カ
ン
」
と
し
て
い
る
。

81　

餓
孚
「
カ
ヘ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
一　

14
丁
表
4
行
目
）・
本
来
「
ガ
」

の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
」（
濁
点
な
し
）
と
し
て
い
る
。

82　

凍
餓
「
ト
ウ
カ
」（
26
孟
子　

巻
一　

15
丁
裏
9
行
目
）・
本
来
「
ガ
」

の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
」（
濁
点
な
し
）
と
し
て
い
る
。

83　

王
赫
ト
シ
テ　
「
カ
ク
」（
26
孟
子　

巻
一　

30
丁
裏
6
行
目
）・
本

来
「
カ
ク
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ク
」
と
し
て
い
る
。

84　

含
蓄
「
カ
ン
」　
（
26
孟
子　

序　

5
丁
裏
6
行
目
）・
本
来
「
ガ
ン
」

の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ン
」
と
し
て
い
る
。

85　

褐
寛
「
カ
ツ
」　
（
26
孟
子　

巻
一　

5
丁
裏
7
行
目
）・
本
来
「
カ

ツ
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ツ
」
と
し
て
い
る
。

86　

耕
稼
陶
漁　
「
コ
ウ
カ
ト
ウ
」「
ト
ウ
キ
ヨ
」（
26
孟
子　

巻
二　

23
丁

表
6
行
目
）・
本
来
「
カ
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
」
と
し
て
い
る
。

87　

溝
壑
「
コ
ウ
カ
ク
」（
26
孟
子　

巻
二　

31
丁
裏
3
行
目
）・
本
来

「
ガ
ク
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ク
」
と
し
て
い
る
。

88　

飢
渇　
「
キ
カ
ツ
」　
（
26
孟
子　

巻
四　

59
丁
裏
6
行
目
）・
本
来

「
カ
ツ
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ツ
」
と
し
て
い
る
。

89　

革
車　
「
カ
ク
」　
（
26
孟
子　

巻
四　

72
丁
表
4
行
目
）・
本
来
「
カ

ク
」

90　

韓　
「
カ
ン
」　
（
80
孟
子　

序　

2
丁
裏
2
行
目
）・
本
来
「
カ
ン
」

の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ン
」
と
し
て
い
る
。

91　

圭
角　
「
ケ
イ
カ
ク
」　
（
80
孟
子　

序　

5
丁
裏
2
行
目
）・
本
来
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「
カ
ク
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ク
」
と
し
て
い
る
。

92　

含
蓄　
「
カ
ン
チ
ク
」「
カ
ン
キ
ク
」　
（
80
孟
子　

序
5
丁
裏
3
行

目
）・
本
来
「
ガ
ン
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ン
」（
濁
点
な
し
）

と
し
て
い
る
。

93　

肥
甘　
「
カ
ン
」　
（
80
孟
子　

巻
一　

19
丁
裏
3
行
目
）・
本
来
「
カ

ン
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ン
」
と
し
て
い
る
。

94　

葛
「
カ
ツ
」　
（
80
孟
子　

巻
二　

5
丁
表
5
行
目
）・
本
来
「
カ
ツ
」

の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ツ
」
と
し
て
い
る
。

95　

葛
「
カ
ツ
」　
（
80
孟
子　

巻
二　

19
丁
裏
8
行
目
）・
本
来
「
カ
ツ
」

の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ツ
」
と
し
て
い
る
。

96　

溝
壑
「
コ
ウ
カ
ク
」（
80
孟
子　

巻
二　

21
丁
裏
8
行
目
）・
本
来

「
ガ
ク
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ク
」（
濁
点
な
し
）
と
し
て
い
る
。

97　

楽
正
「
カ
ク
」　
（
80
孟
子　

巻
二　

26
丁
表
2
行
目
）・
本
来
「
ガ

ク
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ク
」（
濁
点
な
し
）
と
し
て
い
る
。

98　

膠
鬲
「
カ
ウ
カ
ク
」　
（
80
孟
子　

巻
三　

3
丁
裏
4
行
目
）・
本
来

「
カ
ク
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ク
」
と
し
て
い
る
。

99　

監
「
カ
ン
」　
（
80
孟
子　

巻
四　

13
丁
表
7
行
目
）・
本
来
「
カ
ン
」

の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ン
」
と
し
て
い
る
。

100　

溝
壑
「
カ
ウ
カ
ク
」（
80
孟
子　

巻
五　

8
丁
裏
1
行
目
）・
本
来

「
ガ
ク
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ク
」（
濁
点
な
し
）
と
し
て
い
る
。

101　

褐
「
カ
ツ
」（
80
孟
子　

巻
五　

13
丁
表
5
行
目
）・
本
来
「
カ
ツ
」

の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
ツ
」
と
し
て
い
る
。

102　

嶽　
「
ガ
ク
」　
（
80
孟
子　

巻
六　

11
丁
裏
6
行
目
）・
本
来
「
ガ

ク
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
ガ
ク
」
と
し
て
い
る
。

103　

鵞　
「
ガ
」　
（
80
孟
子　

巻
六　

21
丁
表
6
行
目
）・
本
来
「
ガ
」
の

と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
ガ
」
と
し
て
い
る
。

104　

草
芥　
「
カ
イ
」　
（
80
孟
子　

巻
七　

25
丁
裏
7
行
目
）・
本
来
「
カ

イ
」
の
と
こ
ろ
を
角
筆
で
「
カ
イ
」
と
し
て
い
る
。

③　

合
拗
音
を
合
拗
音
に
し
た
例

105　

廓
「
ク
ハ
ク
」　
（
80
孟
子　

序　

3
丁
裏
7
行
目
）・「
廓
」
は
本
来

「
ク
ワ
ク
」。

106　

郊
関
「
カ
ウ
ク
ハ
ン
」（
80
孟
子　

巻
二　

4
丁
裏
6
行
目
）・「
関
」

は
本
来
「
ク
ワ
ン
」。

107　

裹
「
ク
ハ
」　
（
80
孟
子　

巻
二　

12
丁
裏
3
行
目
）・「
裹
」
は
本
来

「
ク
ワ
」。

108　

関
識
「
ク
ハ
ン
」　
（
80
孟
子　

巻
三　

20
丁
表
5
行
目
）・「
関
」
は

本
来
「
ク
ワ
ン
」。

109　

王
驩
「
ク
ハ
ン
」　
（
80
孟
子　

巻
四　

10
丁
表
2
行
目
）・「
驩
」
は

本
来
「
ク
ワ
ン
」。

　

以
上
示
し
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
も
と
も
と
合
拗
音
の
字
音
は
合
拗
音

で
表
記
さ
れ
、
も
と
も
と
直
音
の
字
音
は
直
音
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
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れ
は
知
識
と
し
て
の
音
を
書
き
入
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
も
っ
て
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
安
芸
地
方
で
四
つ
仮
名

が
保
た
れ
て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

た
だ
、
1
例
で
は
あ
る
が
、
80
の
例
で
は
、
合
拗
音
の
「
関
」
に
合
拗

音
「
ク
ハ
ン
」
と
書
い
た
上
か
ら
、
同
筆
で
「
カ
ン
」
と
重
書
し
て
修
正

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
角
筆
を
書
き
入
れ
た
人
物
が
、
も
と
も
と
知

識
と
し
て
の
音
を
書
き
入
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
発
音
が
「
カ
ン
」
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
修
正
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
い
て
、

す
で
に
合
拗
音
「
ク
ワ
」
の
発
音
は
、
直
音
「
カ
」
に
な
っ
て
い
た
と
推

測
で
き
る
。

　

な
お
、
合
拗
音
を
そ
の
ま
ま
合
拗
音
に
し
た
例
は
、
80
孟
子
に
の
み
現

れ
る
。
26
孟
子
は
、「
ク
ハ
ン
」
を
「
カ
ン
」
に
修
正
し
て
い
た
。
先
に
開

合
に
つ
い
て
も
、
80
孟
子
の
ほ
う
は
、
知
識
と
し
て
の
音
を
書
き
入
れ
る

傾
向
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
合
拗
音
の
場
合
も
、
80
孟
子
に
合
拗
音

の
例
が
多
い
の
は
、
知
識
と
し
て
の
音
を
書
き
入
れ
た
可
能
性
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
近
世
後
期
の
安
芸
地
方
（
広
島
城
下
）
に
お

い
て
は
、
す
で
に
合
拗
音
は
直
音
で
発
音
さ
れ
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
3
）
四
つ
仮
名

　

四
つ
仮
名
に
つ
い
て
は
、
明
治
中
期
に
は
、
安
芸
地
方
に
お
い
て
、
完

全
に
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
前
、
近
世
後
期

か
ら
明
治
初
期
ご
ろ
の
安
芸
地
方
の
状
況
に
つ
い
て
、
保
田
（
義
郎
）
家

文
書
の
角
筆
文
献
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

　

以
下
、
四
つ
仮
名
に
関
わ
る
例
で
あ
る
。

①
四
つ
仮
名
が
保
た
れ
た
例

﹇
音
読
み
﹈

110　

温
潤　
「
ジ
ユ
ン
」（
26
孟
子　

序
5
丁
裏
6
行
目
）・「
潤
」
は
本
来

「
ジ
ユ
ン
」。

111　

詖
辞　
「
キ
ジ
」（
26
孟
子　

巻
二　

11
丁
表
6
行
目
）・「
辞
」
は
本

来
「
ジ
」。

112　

辞
譲　
「
ジ
ジ
ヨ
ウ
」（
26
孟
子　

巻
二　

20
丁
表
3
行
目
）・「
辞
」

は
本
来
「
ジ
」。

113　

尽
心
章　
「
シ
ン
」（
26
孟
子　

巻
四　

44
丁
表
3
行
目
・「
尽
」
は

本
来
「
ジ
ン
」。

114　

縄
墨　
「
ジ
ヨ
ウ
ボ
ク
」（
26
孟
子　

巻
四　

67
丁
表
1
行
目
）・「
縄
」

は
本
来
「
ジ
ヨ
ウ
」。

115　

辞
譲　
「
シ
セ
ウ
」（
80
孟
子　

序
6
丁
表
2
行
目
）・「
辞
」
は
本
来

「
ジ
」。
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116　

巡
狩
ト　
「
シ
ユ
ン
シ
ウ
」（
80
孟
子　

巻
二　

8
丁
裏
4
行
目
）・

「
巡
」
は
本
来
「
ジ
ユ
ン
」。

117　

充
虞　
「
ジ
ユ
ウ
ク
」（
80
孟
子　

巻
四　

10
丁
裏
4
行
目
）・「
充
」

は
本
来
「
ジ
ユ
ウ
」。

118　

麻
縷
絲
絮　
「
マ
ロ
ウ
シ
チ
ヨ
」　
（
80
孟
子　

巻
五　

21
丁
表
2
行

目
）・「
絮
」
は
本
来
「
ヂ
ヨ
」

﹇
訓
読
み
﹈

119　

築
テ
「
キ
ツ
（
キ
テ
）」（
80
孟
子　

巻
一　

46
丁
表
6
行
目
）・「
築
」

は
本
来
「
キ
ヅ
ク
」。

120　

臂
「
ヒ
ヂ
」（
80
孟
子　

巻
四　

25
丁
裏
2
行
目
）・「
臂
」
は
本
来

「
ヒ
ヂ
」。

②
四
つ
仮
名
が
乱
れ
た
例

﹇
音
読
み
﹈

　

音
読
み
に
つ
い
て
は
、
四
つ
仮
名
が
乱
れ
た
例
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

﹇
訓
読
み
﹈

121　

蹶
ク
者　
「
ツ
マ
ズ
」（
80
孟
子　

巻
三　

9
丁
表
5
行
目
））・「
蹶
」

は
本
来
「
ツ
マ
ヅ
ク
」。

122　

親
ラ　
「
ミ
ス
カ
」　
（
80
孟
子　

巻
七　

18
丁
裏
8
行
目
））・「
親
」

は
本
来
「
ミ
ヅ
カ
ラ
」。

　

以
上
、
用
例
を
示
し
た
よ
う
に
、
字
音
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
文
献

も
、
四
つ
仮
名
の
乱
れ
が
生
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
訓
読
み
に
つ
い
て
は
、

四
つ
仮
名
が
乱
れ
た
例
が
2
例
認
め
ら
れ
た
。
80
孟
子
に
は
、
訓
読
み
と

し
て
、
四
つ
仮
名
を
保
っ
た
例
が
2
例
、
四
つ
仮
名
が
乱
れ
た
例
が
2
例

あ
る
。
こ
れ
は
、
個
別
に
語
に
よ
っ
て
四
つ
仮
名
が
保
た
れ
た
り
乱
れ
た

り
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
四
つ
仮
名
は
す
で
に
乱
れ
て
お
り
、
保
た

れ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
2
例
は
、
発
音
と
は
異
な
る
知
識
音
を
書
き

入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
字
音
に
つ
い
て
、
四
つ
仮
名
が
乱

れ
た
例
が
な
い
の
は
、
字
音
に
つ
い
て
は
、
知
識
と
し
て
の
字
音
を
書
き

入
れ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
後
期
の
安
芸
地
方

で
は
、
四
つ
仮
名
の
発
音
は
す
で
に
乱
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
4
）
音
の
交
替

　

音
の
交
替
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
例
が
見
出
せ
た
の
で
、
以
下
、
項

目
ご
と
に
例
示
す
る
。

﹇
ハ
行
と
サ
行
の
交
替
﹈

123　

詖
辞　
「
キ
ジ
」（
26
孟
子　

巻
二　

11
丁
表
6
行
目
）・「
詖
」
は
本

来
「
ヒ
」。
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﹇
ウ
段
と
オ
段
の
交
替
﹈

124　

余
裕　
「
ヨ
ウ
」　
（
80
孟
子　

巻
四　

1
丁
表
8
行
目
）・「
裕
」
は

本
来
「
ユ
ウ
」。

﹇
ウ
段
と
イ
段
の
交
替
﹈

125　

糞
カ
フ
テ
「
チ
ヽ
（
カ
フ
テ
）」（
80
孟
子　

巻
五　

8
丁
表
6
行

目
）・「
糞
」
は
本
来
「
ツ
チ
カ
フ
」。

　

ハ
行
子
音
と
カ
行
子
音
と
が
交
替
す
る
例
も
、
安
芸
地
方
の
角
筆
文
献

に
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
厳
島
神
社
御
文
庫
蔵
角
筆
文
献
に
は
、「
畏

避
」（
イ
ヒ
）
を
「
イ
キ
」
と
読
ん
だ
例
が
見
ら
れ
る（7
）。

キ
、
ヒ
い
ず
れ
も
、

口
蓋
音
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
調
音
点
が
近
い
た
め
こ
の
よ
う
な
交
替
が

生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
厳
島
神
社
御
文
庫
蔵
の
角

筆
文
献
に
は
、「
破
除
」（
ハ
ヂ
ョ
）
を
「
カ
ヂ
ヨ
」
と
す
る
例
も
み
ら
れ
、

イ
段
と
は
異
な
る
調
音
点
の
ア
段
に
も
、
カ
行
と
ハ
行
の
交
替
例
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
場
合
、
調
音
点
は
必
ず
し
も
近
い
と
は
い
え
な
い
の
で
、
音

韻
交
替
と
い
う
よ
り
は
、
ハ
行
を
強
く
発
音
し
た
場
合
に
カ
行
で
発
音
し

た
よ
う
に
聞
こ
え
た
と
い
う
、
聞
き
間
違
い
を
反
映
し
た
書
き
入
れ
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

125
は
、「
裕
」
の
音
「
ユ
ウ
」
が
、
前
の
字
「
余
」（
ヨ
）
の
オ
段
の
音

に
引
か
れ
て
、「
ユ
ウ
」
が
「
ヨ
ウ
」
に
な
っ
た
現
象
で
あ
ろ
う
か
。
126
の

「
ツ
チ
（
カ
フ
テ
）」
が
「
チ
チ
（
カ
フ
テ
）」
に
な
っ
た
の
も
、
後
に
続
く

「
チ
」
の
音
に
引
か
れ
て
、「
ツ
」
が
「
チ
」
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

た
だ
、
音
韻
の
交
替
例
は
以
上
示
し
た
例
に
留
ま
っ
て
お
り
、
今
回
対

象
と
し
た
文
献
で
は
、
音
韻
の
交
替
は
、
さ
ほ
ど
顕
著
と
は
言
え
な
い
。

（
5
）「
シ
ユ
」
を
直
音
「
シ
」
に
し
た
例

126　

蹴
然
ト
シ
テ　
「
シ
ク
」（
80
孟
子　

巻
三　

1
丁
裏
5
行
目
）・「
蹴
」

は
本
来
「
シ
ユ
ク
」

　
「
シ
ユ
」
を
「
シ
」
と
直
音
に
表
記
し
た
例
も
、
中
国
地
方
の
角
筆
文
献

に
多
数
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
中

国
地
方
で
実
際
に
「
シ
ユ
」
を
「
シ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

広
島
県
立
文
書
蔵
の
角
筆
文
献
に
も
、
野
坂
家
文
書
（
安
芸
国
加
茂
郡
寺

家
村
）
に
「
祝
」（
シ
ユ
ク
）
を
「
シ
ク
」
と
し
た
例
や
、「
粥
」（
シ
ユ

ク
）
を
「
シ
ク
」
と
し
た
例
が
見
ら
れ
る（8
）。

先
に
示
し
た
厳
島
神
社
の
角

筆
文
献
に
も
、「
熟
ス
」
を
「
ジ
ュ
ク
ス
」
で
は
な
く
、「
ジ
ク
ス
」
と
し

た
例
が
見
え
る
。

　
「
シ
ユ
」
を
直
音
「
シ
」
に
し
た
例
は
、
私
が
調
査
し
た
安
芸
地
方
の
み

な
ら
ず
、
備
前
地
方
、
周
防
地
方
、
北
九
州
地
方
の
角
筆
文
献
に
数
多
く

用
例
が
拾
え
る
の
で
、
江
戸
時
代
後
期
の
中
国
地
方
や
九
州
北
部
地
方
な

ど
の
広
範
囲
の
地
域
に
お
い
て
、
広
く
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
ろ
う
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　

本
稿
で
は
、
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
八
年
に
か
け
て
行
っ
た
広
島
県

立
文
書
館
で
の
角
筆
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
保
田
（
義
郎
）
家
文
書
を

対
象
に
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
安
芸
地
方
の
特
に
広
島

城
下
の
方
言
的
事
象
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
特
に
、
開
合
に
関
す
る
用
例

が
多
く
見
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
開
合
の
状
況
に
つ
い
て
特
に
重
点
的
に

考
察
し
た
。
い
ま
ま
で
、
広
島
県
下
か
ら
見
つ
か
っ
た
角
筆
文
献
を
解
読

し
、
開
合
の
状
況
に
つ
い
て
断
片
的
に
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
の
度
の
考

察
に
よ
り
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
開
合
の
区
別

は
ほ
ぼ
失
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
従
来
、
安
芸

地
方
で
は
、
明
治
36
年
ご
ろ
に
は
、
す
で
に
開
合
の
区
別
は
ほ
ぼ
完
全
に

失
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が（9
）、

少
な
く
と
も
そ
の
20
年
以
上
前
に
は
、

開
合
の
区
別
は
失
わ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
合
拗
音
も
直
音
に
な
っ

て
お
り
、
四
つ
仮
名
の
区
別
も
す
で
に
乱
れ
、
ヂ
ヅ
は
ジ
ズ
と
同
音
に

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
角
筆
資
料
の
増
加
に
よ
っ
て
、
よ
り
詳
細
な
状
況
が
明
ら
か
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
広
島
県
立
文
書
館
に
は
各
家
の
古
文
書
の
蔵
書
量
が
豊

富
で
あ
り
、
引
き
続
き
角
筆
調
査
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

注（
1
） 

広
島
県
立
文
書
館
で
の
調
査
で
、
二
〇
一
四
年
度
十
二
月
か
ら
二
〇
一
六
年

度
三
月
に
確
認
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
つ
い
て
は
、『
広
島
女
学
院
大
学
論
集
』

第
六
十
七
号
（
二
〇
二
〇
年　

柚
木
靖
史
）
で
報
告
し
た
。

（
2
） 

保
田
家
文
書
は
、「
広
島
市
保
田
家　

仮
目
録
」（
西
村
晃
氏　

執
筆　

2
0

1
3
年
8
月
）
に
よ
れ
ば
、
広
島
市
京
橋
町
の
豪
商
、
保
田
家
（
縄
屋
分
家

「
新
宅
」）
に
伝
来
し
た
文
書
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
広
島
城
下
新
町
組
稲
荷
町

西
組
・
京
橋
町
年
寄
、
広
島
第
百
四
十
六
国
立
銀
行
頭
取
、
廣
島
銀
行
頭
取
な

ど
」
を
勤
め
た
家
で
あ
る
と
も
さ
れ
る
。
収
蔵
ま
で
の
経
緯
も
、「
平
成
8
年

（1996

）
5
月
22
日
、
原
蔵
者
か
ら
代
理
人
を
通
じ
て
寄
贈
。
原
蔵
者
は
保
田

家
の
資
料
を
保
管
し
て
い
た
が
、
廣
島
銀
行
『
創
業
百
年
史
』
編
纂
に
当
た
り
、

同
行
へ
貸
与
し
た
。
編
纂
終
了
後
、
原
蔵
者
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
た
た
め
、

返
却
さ
れ
な
い
ま
ま
廣
島
銀
行
で
保
管
さ
れ
、
平
成
3
年
（
1
9
9
1
）
11
月
、

廣
島
銀
行
「
創
業
百
年
史
」
編
纂
資
料
（
1
9
9
0
1
9
）
の
一
部
と
し
て
、

他
の
資
料
と
と
も
に
当
館
へ
寄
託
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
原
蔵

者
に
つ
い
て
の
記
載
が
無
く
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
保
田
家
か
ら

広
島
銀
行
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
た
の
を
、
そ
の
ま
ま
広
島
県
立
文
書
簡
に

収
蔵
さ
れ
た
由
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
書
の
角
筆
も
ま
た
、
広
島
市
京

橋
の
保
田
家
に
お
い
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

（
3
） 

広
島
県
立
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
割
庄
屋
、
庄

屋
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
現
在
、
調
査
中
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

広
島
県
立
文
書
館　

平
成
11
年
度
収
蔵
文
書
展
「
黒
瀬
町
平
賀
家
文
書
展
」
の

資
料
に
よ
れ
ば
、「
江
戸
時
代
の
後
半
か
ら
幕
末
に
か
け
て
平
賀
氏
が
就
い
た

役
職
は
、
居
村
上
保
田
村
の
庄
屋
を
は
じ
め
と
し
て
、
隣
村
飯
田
村
の
庄
屋
、

ま
た
、
居
村
と
は
離
れ
て
い
る
が
、
上
西
条
組
と
下
西
条
組
の
割
庄
屋
な
ど
で

あ
る
」
と
記
さ
れ
る
。

（
4
） 

広
島
県
立
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
庄
屋
を
営
み
、

村
会
議
員
も
さ
れ
た
家
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

（
5
） 
広
島
県
立
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
庄
屋
を
営
ん
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で
い
た
と
さ
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。「
広
島
県
立
文
書
館
収

蔵
文
書
展　

広
島
県
の
市
町
村
合
併
」（
平
成
28
年
3
月
28
日
（
月
）
か
ら
6

月
11
日
（
土
）
開
催
）
の
資
料
に
よ
れ
ば
、「
明
治
21
年
（
1
8
8
8
）
前
後

に
賀
茂
郡
白
市
村
（
現
在
の
東
広
島
市
高
屋
町
白
市
）
ほ
か
4
ヶ
村
の
戸
長
を

務
め
て
い
た
」
と
あ
る
。

（
6
） 
文
献
番
号
26
の
書
肆
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
角
筆
文
献
資
料
か
ら
安

芸
・
備
後
地
方
の
近
世
方
言
を
探
る
│
│
広
島
県
立
文
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
調

査
（
二
〇
一
四
年

－

二
〇
一
六
年
）│
│
」（『
広
島
女
学
院
大
学
論
集
』
67
号　

二
〇
二
〇
年
）
に
記
し
た
。

（
7
） 

拙
稿
「
厳
島
神
社
の
角
筆
文
献
」（『
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
』
8
号　

一
九
九
八
年　

42
頁
）

（
8
） 

注
6
の
論
文
参
照
。

（
9
） 

〚
音
韻
調
査
報
告
書
〛（
一
九
〇
三
年　

国
語
調
査
委
員
会
編
）
の
第
七
條
に

よ
る
。

〔
付
記
〕

　

広
島
県
立
文
書
館
で
の
角
筆
文
献
調
査
に
際
し
、
同
館
研
究
員
の
方
々
に
は
多
大

な
る
御
厚
情
と
便
宜
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
の
作
成
に
関
わ
り
特
に
西
村
晃
氏
に

多
く
の
ご
教
示
と
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
成
果
公
開
の
許
可
と
と
も
に
、
記
し
て
深
謝

申
し
上
げ
る
。
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About the Feature of the Dialect Phoneme in Hiroshima:  

Aki (安芸) Area in the Ilate 19th Century
――By the Material Survey in Hiroshima Prefectural Achieves (2016–2018)――

Yasushi YUNOKI

Abstract

This paper is the report about the discovering Kakuhitsu (角筆) literature (2016–2018).　I demon-
strated that the distinguish of Kaigo (開合) had disappeared in the late 17th in Kakuhitsu (角筆) 
literature.　And I pointed that ‘Goyoon (合拗音) and Yotsugana (四つ仮名)’ had disappeared too.　In 
addition, I described that the feature of the dialect phoneme which is seen in the other Kakuhitsu (角
筆) data is also seen the others.




